
「中津小学校のはんや踊り伝承活動の取組」 

 

１ 学校名  

  薩摩川内市立中津小学校 

 

２ 学年・人数   

  小学１年生から６年生（計19人） 

 

３ 日時・場所 

⑴   練習の日時・場所  

令和４年 ６月～７月   中津小学校体育館 

令和４年 ９月～10 月  中津小学校体育館・上甑コミュニティセンター 

 

⑵   発表の日時・場所  

 令和４年10月22日（土） 第13回薩摩川内はんやジュニア大会 

 

４ 伝承・活用に取り組んでいる郷土芸能について 

⑴   名称   

 中津はんや（なかつはんや） 

 

⑵   由来 

 古くから，天草の「ハンヤ節」が南下し，阿久根，川内，坊津などの港

に移入したもので，奄美の「八月踊り」の六調子のリズムを加えてお座敷

唄になったと言われている。その後，「正調川内はんや」として受け継が

れていたものに，曲調を替えた現在の「ロックはんや」につながると思わ

れる。 

 

⑶   構成等 

「甑の大自然」をテーマに，「甑の海の美しさ・荒波のすごさ」「力強い

漁師の姿」「海の魚たち」などになぞらえた振り付けを行っている。  

大漁旗を掲げる所作は，中津の子供と島民全体の一体感を表し，「ふるさと

を愛する心」を捧げる。古くから伝わる「ほら貝」の音で，海の安全と大

漁を祈っていると伝えられる。  

 

５ 保存会や地域との連携の具体 

  平成23年３月，これまで「はんや踊り」に取り組み，全国大会にも参加する

ほどだった薩摩川内市立平良小学校が閉校し，薩摩川内市立中津小学校に統廃

合された。統廃合に伴い，中津小が平良小の伝統を引き継ぐ形で取り組むよう

になった。平成24年から，中津小の運動会や学習発表会，上甑町の文化祭，甑

大明神マラソン大会アトラクション等で，児童によるはんや踊りを披露した。

従来は，学校の教育活動として伝承活動を位置付けてきていたが，授業時数の

削減等により練習時間を授業の中だけで位置付けることが困難となってきた。

そのため，平成26年度から学校が事務局となり，保護者の全面的な支援の下，

「中津はんや隊育成会」を発足させ，中津はんや踊りを上甑地区全体の郷土芸



能として位置付けた。平成29年度は，児童数減に伴い，会員を小学１年生から

６年生とし，地域ぐるみで踊りを伝承していく体制を整えた。  

 

６ 文化財伝承・活用の取組の工夫した点 

 学校と地域が連携協力しながら中津はんや踊りを継承していくために，学校

に「中津はんや隊育成会」事務局が置かれている。今後も継続して地域と連携

して中津はんや踊りを伝承していける体制を整えた。  

また，「地域の郷土芸能は地域で守り育てていく」という自覚を促すため，

中津はんや隊指導者会が中心となって伝承していく体制をとるようにした。  

さらに，市のはんやジュニア大会を伝承活動の主たる活動として位置付けた。 

 

７ 取組の様子（練習状況，発表の場等） 

    

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８ 参加児童生徒・保護者・保存会・教員等の感想・意見  

【６年生】  

  今日，はんやの練習がありました。残る金曜日の練習が終わったら，大会が

始まります。細かいところも少しずつ直していきたいです。心を一つにがんば

りたいです  

【教職員】  

夏に子供たちが，立っているだけで汗が出るような体育館で一生懸命練習し

ている様子を思い出しました。練習の成果を全力で発揮した子供たちの演技に

感動と元気をもらいました。  

【保護者から】  

近年コロナ禍で行事等が中止になることが多いですが，子供たちにとって発

表する場は大切だなあと改めて思いました。  

【保護者から】  

子供たちが一つの目標に向かって一致団結して取り組めるすてきな大会だ

と思います。参加できてありがたいです。  

 

練習風景（7 月）  薩摩川内はんやジュニア大会  


